
15 ２００９．７．１いずのくに ２００９．７．１いずのくに

「レッドシャイン」

濱野京子（著）／講談社
道は、できる。これ
から。真夏の太陽を
浴びて大潟村のロー

ドを走り抜ける。その先に、どんな
景色が広がっていくのだろう。ソー
ラーカーレースにかける高専生たち
の恋と青春。 【韮山】

「富士山 信仰と芸術の源」
小学館

「さよなら、愛しい人」

レイモンド･チャンドラー（著）
早川書房

刑務所から出所し恋
人を探すマロイ。探

偵マーロウは女を探して紫煙立ちこ
める夜の酒場をさまよう。一途な愛
を待ち受ける哀しい結末とは？村上
春樹版「さらば愛しき女よ」。【韮山】

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

毎週月曜日休館
おはなし会 ７月１１日（土）１１：００
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

毎週月曜日休館
おはなし会 ７月１６日（木）１４：３０～
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

毎週水曜日休館　
おはなし会 ７月１１日（土）、２５日（土）

いずれも１４：００～

富士山が持つ価値と魅力を、信
仰･芸術･自然･生活の各視点から
紹介。多数のビジュアルを用いて、
世界遺産登録を考える助けとな
る、富士山のすべてがわかる決定
版。 【中央･韮山･長岡】

＊【 】内は所蔵館名

＊おはなし会は赤ちゃん～小学校
低学年くらいまでが対象（事前申
し込み不要）。＊毎月最終金曜日･
祝日･年末･年始などは３館共通の
休館日です。詳しくは、月のカレ
ンダー･図書館ホームページなど
をご覧ください。
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問合せ

「青雲の梯
かけはし

老中と狂歌師」

高任和夫（著）／講談社
老中･田沼意次と狂歌
師･大田南畝。二人の

武士の苦悩と葛藤
かっとう

を、企業小説の名
手が描く。江戸幕府 ＝

イコール

巨大企業と
捉え、「組織と個人」の問題を炙

あぶ

り出
す著者初の時代小説。【韮山･長岡】

「あれから」

矢口敦子（著）／幻冬舎
千幸と夕美の姉妹は、
父が電車で痴漢

ち か ん

をし、
咎
とが

めた男性を転落死
させたと聞かされる。二人は父の汚
名を晴らそうとするが…。１０年後、
千幸の前に現れた女性。明らかにな
る哀しくも驚くべき真実とは。【長岡】

つい当たり前に思
ってしまうのです
が、毎日富士山を見
られるというのは、
すてきなことです
ね。県外の知人にう
らやましがられたこ
とがあります。ちな
みに中央図書館の窓
からは、城山がよく
見えますよ。
（図書館司書　新生）

とき／８月６日（木）１０：００～１２：００
対象／小学生（１･２年生は保護者同伴）
持ち物／わりばし２組、単１の古電池１

個、せんたくばさみ１個、セロ
ハンテープ、クレヨンまたは色
えんぴつ、はさみ

定員／２０人（先着順）
申込み／７月７日（火）から、中央図書館
のカウンターまたは電話で申し込み
問合せ／中央図書館　

電話０５５８‐７６‐５５６６

とき／７月２８日（火）１０：００～１２：００
対象／小学生（１～３年生は保護者同伴）
持ち物／布（縦１７㌢×横３７㌢。綿

めん

が良
い。アイロンを使っても大丈夫
なもの）、カッター、はさみ、
定規（３０㌢くらい）

定員／１５人（先着順）
申込み／７月７日（火）から、韮山図書館
のカウンターまたは電話で申し込み
問合せ／韮山図書館　

電話０５５‐９４９‐８６０５

中央図書館 韮山図書館

あなたの土地にもある？
埋蔵文化財への対応は

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その５１

参
加
申
込
書
の
受
付
期

限
は
七
月
六
日
（
月
）
ま
で

で
す
。
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

＊
最
終
日
・
六
日
の
受
付

は
正
午
ま
で
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

伊
豆
の
国
市
民
文
化
祭
実

行
委
員
会
事
務
局（
社
会
教
育
課
内
）

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

平
成
二
十
一
年
度
伊
豆
の
国
市
民
文
化
祭

締
め
切
り
迫
る
！

大
仁
水
墨
画
の
会
が
、
夏
の

ミ
ニ
展
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。（
入
場
無
料
）

と
　
き

七
月
一
日（
水
）〜
十
二
日（
日
）

九
時
〜
十
五
時
（
＊
初
日
は
十
二
時
〜
、

最
終
日
は
〜
十
五
時
、
七
月
六
日
は
休
館
）

と
こ
ろ

中
央
図
書
館
ロ
ビ
ー

テ
ー
マ

『
扇
面
に
描
く
』

問
合
せ

大
仁
水
墨
画
の
会（
西
島
）

電
話
０
５
５
８（
７
６
）２
０
８
９

文
化
協
会
美
術
部
大
仁
水
墨
画
の
会

夏
の
ミ
ニ
展

文
化
財
保
護
法
で
は
、
文
化
財
は
、

「
歴
史
や
文
化
を
理
解
す
る
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
国
民
的
財
産
」

で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
口
に
『
文
化
財
』
と
い
っ
て
も
、

建
造
物
や
美
術
品
か
ら
、
史
跡
、
天
然

記
念
物
、
演
劇
、
音
楽
に
い
た
る
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
地
下

に
埋
ま
っ
て
い
る
遺
物
や
遺
跡
も
そ
の

ひ
と
つ
で
、『
埋
蔵
文
化
財
』
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

市
内
に
も
、
埋
蔵
文
化
財
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
場
所（
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
）が
、
多
数
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
だ

け
歴
史
あ
る
土
地
柄
だ
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
包
蔵
地
内
で
建
築
・
工
事
な
ど
を

行
う
場
合
に
は
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
内
の
土
地
で
、
建
築
や
工
事
を
計
画

す
る
場
合
、
そ
の
土
地
が
、
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
内
（
遺
跡
）
で
あ
る
か
ど
う
か
の

確
認
が
必
要
で
す
。
教
育
委
員
会
・
社
会

教
育
課
（
あ
や
め
会
館
）
に
は
、『
伊
豆
の

国
市
遺
跡
地
図
』
が
あ
り
、
い
つ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
相
談
の
上
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

文
化
財
保
護
法
第
九
十
三
条
に
基
づ
く

届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
受
け
て
、
発
掘
調
査
や
工
事
の
立
ち

会
い
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
費
用
は

原
則
と
し
て
原
因
者
（
建
築
や
各
種
工
事

を
し
よ
う
と
す
る
者
）
が
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
営
利
目
的
で
は

な
い
個
人
住
宅
な
ど
は
、
原
因
者
が
そ
の

費
用
を
負
担
し
な
く
て
よ
い（
国
・
県
・
市

が
負
担
）こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
社
会

教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

文
化
財
は
国
民
の
宝
で
す
！

建
築
や
工
事
を

行
う
と
き
に
は
…

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
内

だ
っ
た
ら
…

『伊豆の国市遺跡地図』であなたの土地が包蔵地かチェック

現在住宅地の山木遺跡からも、多くの土器が発掘された

近
年
、
住
宅
等
の
建
築
や
各
種
工
事
に
伴
っ
て
、

遺
跡
（
埋
蔵
文
化
財
）
を
発
掘
調
査
す
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
皆
さ
ん
の
土
地
に
眠
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
埋
蔵
文
化
財
へ
の
対
応
を
紹
介
し
ま
す
。




